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睾 丸 類 表 皮 嚢 腫 の1例
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 A 32-year-old businessman was admitted with the chief complaint of a right testicular mass 
without pain. Laboratory findings including serum AFP, HCG, and  p-HCG were within 
normal limits. 

   Right high orchiectomy was performed under the diagnosis of testicular tumor. The 
cyst was located at the middle of the testis and was 3.5 x 3.0 x 2.0 cm in size. The cut surface 
of the tumor revealed  a fibrous capsule with keratin mass in it. 

   Histological diagnosis was a benign epidermoid cyst. This case seems to be the 56 th 
case of epidermoid cyst of the testis reported in the Japanese literature. 
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緒 言

類表皮嚢腫は,全 身の皮下,脳,卵 巣などに比較的

良く見られるが1),睾 丸内の発生はまれである.最 近,

われわれは本腫瘍の1例 を経験したので,文 献的考察

を加えてここに報告する.

症 例

患者:32歳 男性

主訴:右 睾丸無痛性腫大

家族歴:特 記すべきことなし

既応歴12歳 時より小児喘息 現在もときどき,発

作あ り.外 傷の既応はない.

現病歴:1983年1月 頃,右 睾丸の無痛性腫大に気づ

き,8月 に当科を受診した.発 熱はない.

現症:胸 腹部理学的所見は異常なし.そ 径 リンパ節

触 知 せ ず.左 側 睾丸,副 睾 丸,精 索 は異 常 な し.右 陰

嚢 内 は,副 睾 丸,精 索 は正 常 であ る が,右 睾 丸 は45×

35×30mmと 大 き く,弾 性硬,透 光 性(一),圧 痛

(一)で あ った.

入 院時 検 査 成 績:

血 液 一般,血 液 化 学,検 尿 と もに異 常 な し.血

沈,胸 部X線 も異 常 な しで あ った.AFP,HCG,β 一

HCGは 正 常 値 で あ った.ま た,LH,FSH,テ ス

トス テ ロ ン,プ ロラ クチ ン,エ ス トラジ オ ール も正 常

範 瑚 内 で あ った.

手 術所 見=

以上 よ り,右 睾 丸 腫瘍 と診 断,右 高位 除 睾 術 を 施 行

した,腫 瘍 は,睾 丸 中央 部 実 質 内 に存 在 し,3.5×3×

2cmの 球 状,境 界 鮮 明 な嚢 腫 状 病 変 で,睾 丸 実 質 と

は被 膜 に よ り境 界 され て お り,そ の 内腔 に は黄 白色 の

乾 酪 様 物 質 が 充 満 して いた,
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組織学的所見:

[

't1～ljt4192fl

Fig.L摘 出 標 本

蕪繍
雛 灘

＼
穏 、、、'

な

v識 ケ'融"'t.'」/s『 論

》 響 搾.繋 編 薮 ・・

rc'ft・ ・ 》 。E蚕
ロ ゆx

.ise.

・灘 讐鐡 慧 懸 灘
　 ド ド

預 瀦 語 冨 噛}.島 り

'、,、 』 ㍉

、髄 渉縫 、 、'・ ぢ

Fig.2.組 織 所 見

右 上 は 層 状 の ケ ラチ ン様 物 質 で,壁 は 角 化 扁平 上 皮(H.E.染 色)

嚢腫壁内面は角化扁平上皮により被われ,内 膣には

ケラチンマスを認めた.被 覆上皮の一部は剥離を示 し

ていた.実 質および嚢腫壁には,ほ かの皮膚付属器,

骨などの形成は認められなか った.嚢 腫周囲の睾丸組

織は圧排され,一 部の精細管が硝子化を示していた.

悪性所見は認められず,睾 丸類表皮嚢腫と診断された.

本患者の術後経過は良好で,術 後3ヵ 月を経過した現

在,再 発は認められず健在である,

考 察

睾丸腫瘍はほとんどが悪性腫瘍であり,良 性腫瘍は

全睾丸腫瘍の2～4%2)に しか過 ぎない.良 性腫瘍の

なかでは類皮嚢腫がもっとも多く,約50%3,4)を 占め

るという.ほ かの良性腫瘍としては,類 表皮嚢腫,間

細胞腫,血 管腫,神 経線維腫,線 維腫などが存在する

が5),類 表 皮 嚢 腫 は 類 皮 嚢 腫 の つ ぎに 多 く,全 睾 丸 腫

瘍 の 約1%と 報 告 され て い る6).PriceとMostofiに

ょれ ば,AmericanTesticularTumorRegistryに

よ り集 計 され た,搬 痕 を と も なわ ず,ほ か の要 素 も存

在 しな か った70例 は,い ず れ も転 移 を 示 さなか った と

い う6).本 邦 の報 告 例 に お い て も,転 移 を 認め た もの

は1例 もな い.ま た,AbelとHoltzは,彼 らが 集

計 した10例 す べ てに お い て,睾 丸 類 表 皮 嚢 腫 は子 供の

ときか ら発 生 が 認 め られ る,と 述 べ てい る6).睾 丸 類

表 皮 嚢 腫 は,思 春 期 前に 発 達 し て,一 定 段 階に い た る

と,腫 瘍 の成 長 が 止 ま る とい う6).

睾 丸 類 表 皮 嚢 腫 は,わ れ わ れ が 調 べ え た 限 りで は,

木邦 で55例 の報 告 を 見 る.こ れに 自験1例 を 加 え た56

例に つ い て検 討 を 加 え た.

年 齢 構 成 では,全 年 齢層 に 発 生 が認 め られ るが,と

くに15～29歳 の若 い 年 代に 多 い.た だ し,前 述 の よ う
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Table1.睾 丸類表皮嚢腫の年齢分布

症 例

年齢 数 5 10 15

0～9

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～

Table2.睾 丸類表皮嚢腫の発生部位 Tablc3.睾 丸類表皮嚢腫の術前診断

右

左

記 載 な し

27

29

0

睾 丸 腫 瘍

副 睾 丸 結 核

計 56
副 睾 丸 炎

副 睾 丸 腫 瘤

上 部

中 央 部

下 部

上部及び 中央部

中央部 及び下部

大半を占めるもの

記 載 な し

LO

19

18

1

1

1

6

計

成 熟 奇 形 腫

類 表 皮 嚢 腫

記 載のないもの

30

14

2

1

1

2

6

計 56

56

に,本 症は思春期前にすでに発生 し,徐 々に大きくな

るという過程を取ると考えられることから,Table1

については,患 者が腫瘍に気がついた年齢,と いうよ

うに解釈した方が良いであろう.

発生部位の左右差は認め られないが,睾 丸上部より

も,中 央部,下 部に比較的多く発生 している.

腫瘤の大きさは,文 献に より記載の方法がまちまち

であるが,2～3cmの ものが多く,自 験例は やや大

きい部類に属する.

術前診断は,睾 丸腫瘍と診断されたものが過半数を

占め,副 睾丸結核がそれにつぐ.術 前診断のむずかし

さが うかがわれる.

術式は,本 邦56例 中43例 で除睾術がおこなわれてい

る.こ れは,術 前に睾丸腫瘍と診断されることが多い

ことを考えれば,納 得できる結果であろう.嚢 腫摘出

術をおこなった12例 について,良 性と判断した根拠の

内訳は以下のごとくである.

1)腫 瘤が周囲と判然と境界されているため と1た



520 泌尿紀要31巻

Table4.睾 丸類表皮嚢腫の術式

除 睾 術

単 純 除 睾 術

高 位 除 睾 術

単純 高位別不明

喪 腫 摘 出 術

43

12

5

16

22

計 55(音 リ書寅1)

症 例 … …5例.

2)迅 速 病 理 診 断 で類 表 皮 嚢 腫,ま た は良 性 腫 瘍 と

確 認 され た症 例 … …2例.

3)試 験 切 除 と して,嚢 腫 摘 出 術 を お こな った 症 例

… …1例 .

4)不 明 ……3例,

しか し,最 近 では,嚢 腫 摘 出術 は お こなわ れ る傾 向

ケこウまな し、.

睾 丸類 表 皮 嚢 腫 は 良 性腫 瘍 であ るか ら,治 療 方 法 と

して は,嚢 腫 摘 出術 の み で十 分 であ り,容 易に 除 睾 術

を お こな うべ き では な い,と も考 え られ る4・7～12)。し

か し,睾 丸 腫 瘍 では,良 性 腫 瘍 の 占め る 割 合 は2～4

%と まれ で あ る こ と,術 前 に 良 性 腫 瘍 と診 断す る こ と

は 困 難 で あ る こ と,ま た術 中迅 速 凍 結 切 片 検査 をお こ

な うこ と も腫 瘍 播 種 の 危 険 が あ る こ とな どか ら,ま ず

高 位 除 睾 術 を お こな い,摘 出標 本 の病 理 学 的 検索 を お

こな い,術 後 療 法 を 決 定す る ことが 良 い,と い うこ と

に なろ う2・3・7・13～18).

結 語

1)右 陰嚢 内 の無 痛 性 腫 脹 を主 訴 と した,32歳 男子

に 対 し,高 位 除 睾術 を施 行 し,病 理 組 織 所 見 か ら睾 丸

類 表 皮 嚢 腫 の 診 断 を得 た.

2)本 症例 は本 邦56例 目に あ た る,と 思 わ れ る.
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